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世界経済がネットゼロ・ネイチャーポジティブに移行し、社会が急速に変わっていく中で、
事業リスクは自社の直接操業だけでなく、サプライチェーン上にも存在しています

出典：Climate Watch  

2023年8月18日時点

世界のGHG排出量の79.3%を占める97か国がネットゼロ目標を表明

世界経済は大きく変わっています

 2023年7月の世界平均温度は、観測史上最も暑い一か月であった
ことが確認された。これほど暑かった月は過去12万年で存在しな
かった  （出典：United Nations）

https://news.un.org/en/story/2023/08/1139527


サプライチェーン上の様々なリスクの例
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貴社がどんなに自社の「直接操業」における環境リスクの低減をしていても …

サプライヤーのGHG排出量が減
らなければ、貴社のScope 3含め

た排出削減目標は達成されない。
貴社の製品はカーボンフットプリ
ントが高い状態が解消されなけれ
ば顧客が離れてしまう

サプライヤーが操業する地域で厳
しいカーボンプライシングが導入
されれば、貴社の調達コストが増
加する

生産工程で質の高い多くの淡水を
必要とする商品（衣類、食品、化
学、電子機器 等）を作るサプラ

イヤーが、活動する地域で水不足
が発生すると、サプライヤーの生
産ラインが停止し、貴社に商品を
納品できず、結果的に貴社の事業
を止めてしまう

貴社がサプライヤーから調達して
いるコモディティ（木材、大豆、
畜牛品、パーム油 等）が森林減

少を伴っていれば、貴社も間接的
に森林減少（生態系の破壊＋気候
変動の加速）に加担していること
になり、ブランドイメージが低下
し、顧客が離れてしまう

また、そのようなサプライヤーは
行政によって操業の停止を命じら
れ、貴社への納品を止めてしまう



サプライチェーン上の様々なリスクの例
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貴社がどんなに自社の「直接操業」における環境リスクの低減をしていても …

サプライヤーのGHG排出量が減
らなければ、貴社のScope 3含め

た排出削減目標は達成されない。
貴社の製品はカーボンフットプリ
ントが高い状態が解消されなけれ
ば顧客が離れてしまう

サプライヤーが操業する地域で厳
しいカーボンプライシングが導入
されれば、貴社の調達コストが増
加する

生産工程で質の高い多くの淡水を
必要とする商品（衣類、食品、化
学、電子機器 等）を作るサプラ

イヤーが、活動する地域で水不足
が発生すると、サプライヤーの生
産ラインが停止し、貴社に商品を
納品できず、結果的に貴社の事業
を止めてしまう

貴社がサプライヤーから調達して
いるコモディティ（木材、大豆、
畜牛品、パーム油 等）が森林減

少を伴っていれば、貴社も間接的
に森林減少（生態系の破壊＋気候
変動の加速）に加担していること
になり、ブランドイメージが低下
し、顧客が離れてしまう

また、そのようなサプライヤーは
行政によって操業の停止を命じら
れ、貴社への納品を止めてしまう

貴社はサプライ
チェーン上の  

各種環境リスク
を把握できてい
るでしょうか？

環境テーマ リスクタイプ

物理リスク

移行リスク



アパレルセクターの水セキュリティに関する例
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アパレルセクターや、年間93兆リットルもの水を消費し、布地の
染色を通じ水質汚染を引き起こしており、世界の廃水と産業汚染
の20%はアパレルセクターに由来していると言われているが …

出典: CDP, Global Supply Chain Report 2022,

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/006/918/original/CDP-Supply-Chain-Report-2022.pdf?1678870769 

 バリューチューン上における汚染事故を、財務または戦略にお
けるリスク要因として特定している企業は0社

 60%以上の企業が水関連のリスクアセスメントの対象としてサ
プライヤーを考慮していない

 水セキュリティに関して、サプライヤーエンゲージメントと
水質汚染の両方の目標を掲げている企業は0社

 サプライチェーンにおける廃水の質を改善することに対して、
役員にインセンティブを提供している企業は1社のみ

⇒ ほとんどのアパレル企業の取り組みは不十分



バリューチェーン上のリスクの特定
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 サプライチェーン上のリスクは偏在している

 全てのサプライヤーに深いエンゲージメントをすることは現実的ではなく、自社事業の文脈における高リスク
サプライヤー（リスクのホットスポット）を特定して、優先順位をつけて働きかけることが重要

Source: CDP Global Supply Chain Report 2020

Source: CDP Water Watch
Source: WRI Water Aqueduct

セクターごとのスコープ3の割合 セクターごと水影響の大きさ 地域ごとの水ストレスの大きさ



高リスクサプライヤーを特定するデータポイント例
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カテゴリー データポイント 見るポイント

環境パフォーマンス
GHG排出量、取水・排水量、リン・
窒素といった物質の水への排出量、
水関連の規制違反の有無、森林減少
リスクの高いコモディティの取扱量
と認証取得率、報告除外の有無

サプライヤーは実態を把握し、情報開示で
きている？ 特に量の多いサプライヤーはど
こ？水関連の規制違反があったサプライ
ヤーはいる？

地域性

Scope 2の国別内訳、水ストレスが
高い地域からの取水の割合、森林減
少リスクの高いコモディティの国別
内訳とトレーサビリティ

どのサプライヤーがエネルギー関連の規制
の影響が大きい？ 水ストレスが高い地域か
らの取水が多いサプライヤーはいる？森林
減少リスクが高い国からの調達が多いサプ
ライヤーは？そういった企業は、コモディ
ティの生産場所を把握できている？

こちらでは、高リスクサプライヤーを特定する際に有用と考えられるデータポイントを例示しています。こちらの情報の網羅性は保障されておらず、記載されていないものは、高リスク
サプライヤーを特定するために有用ではないことを意味しません。



高リスクサプライヤーを特定するデータポイント例
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カテゴリー データポイント 見るポイント

目標・コミットメント
気候変動（排出量 等）、水セキュリ
ティ（取水量、排水処理 等）、森林 

(認証割合、トレーサビリティのレベル 

等) の目標、ネットゼロや森林減少ゼロ
に関するコミットメント、森林減少ゼ
ロのコミットメントの順守を確認する
ための仕組み

影響が大きいサプライヤーは、環境負荷
を低減していく野心的な目標を持ててい
る？ 設定した目標に対してちゃんと進
捗できている？ 

リスク評価

リスク評価プロセスの詳細、特定され
た重大リスクの詳細

サプライヤーは、自社が今後さらされる
可能性がある環境リスクについて分析し
ている？ 分析にあたって、考慮した時
間軸（長期的な将来を見据えているか）、
対象範囲（事業・バリューチェーン・環
境課題の種類）は適切？ 評価の頻度は
十分？ 特定された重大リスクの発生可
能性や、財務影響額はどの程度？ 重大
リスクに対して、適切な対応策を講じて
いる？

こちらでは、高リスクサプライヤーを特定する際に有用と考えられるデータポイントを例示しています。こちらの情報の網羅性は保障されておらず、記載されていないものは、高リスク
サプライヤーを特定するために有用ではないことを意味しません。



高リスクサプライヤーを特定するデータポイント例
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カテゴリー データポイント 見るポイント

ガバナンス
取締役会レベルでの監督取
締役会にて、環境課題が取
り上げられる頻度、取締役
の環境課題への理解

各種目標の達成や、重大リスクに対応するための
戦略の策定・投資判断を速やかに実施するために
は、取締役会レベルで環境課題を監督する体制が
不可欠。貴社サプライヤーは、取締役会レベルで
の環境課題に関する責任を明確化できている？サ
プライヤーの取締役会には、環境課題をよく理解
している個人がいて、十分な頻度で環境課題が議
題として取り上げられている？

サプライチェーン
エンゲージメント

エンゲージメント内容、エ
ンゲージメントの成功を判
断する指標、エンゲージメ
ント対象の根拠

貴社にサプライチェーン上のリスクがあるように、
貴社サプライヤーも自社のサプライチェーン上の
リスクを抱えている。これは間接的に貴社にとっ
てのリスクでもあるため、サプライヤーが自社サ
プライヤーに働きかけをしていることが望まれる。
貴社サプライヤーは自社のサプライヤーに働きか
けている？

こちらでは、高リスクサプライヤーを特定する際に有用と考えられるデータポイントを例示しています。こちらの情報の網羅性は保障されておらず、記載されていないものは、高リスク
サプライヤーを特定するために有用ではないことを意味しません。



HP Inc.の事例
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With our highest priority suppliers, 

environmental management is embedded in our 

Sustainability Scorecard, which is integrated into 

ongoing business performance evaluations. We 

use data from our suppliers’ CDP responses to 

evaluate quantitative impacts, like greenhouse 

gas emissions, energy and renewable energy 

use, and water consumption. We also use CDP 

to review their qualitative environmental 

management, such as transparency of 

responses, ambitious science-based climate 

targets, verification of footprints, and water 

stewardship.

James Riddle, 

Supply Chain Environmental Strategy Lead, 

HP Inc.

最優先サプライヤーに対しては、環境管理を弊
社のサステナビリティ・スコアカードに組み込
み、継続的な業績評価に反映しています。温室
効果ガス排出量、エネルギーおよび再生可能エ
ネルギーの使用量、水の消費量などの定量的な
影響を評価するために、サプライヤーのCDP回

答データを使用しています。また、回答の透明
性、科学に基づく意欲的な気候変動目標、フッ
トプリントの検証、ウォーター・スチュワード
シップなど、サプライヤーの定性的な環境管理
についてもCDPを活用しています。

James Riddle, 

Supply Chain Environmental Strategy Lead, 

HP Inc.

CDP日本事務局 翻訳



CDP質問書の有用性 (貴社の視点)
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貴社のサプライヤーがCDP質問書に回答することで… 

 前述の高リスクサプライヤーを特定するデータポイントについて、サプライヤーごとに情報を収集するこ
とができ、リスク管理に活用できる

 質問書内のサプライチェーンモジュール*を通じて、貴社固有のサプライヤー情報を収集することができる

 サプライヤーのGHG排出量の内、貴社に割り当てられる排出量（一次データの活用）

 スコープ3算定にあたり、ISSBは一次データを優先することを求めています。

 水リスクが高いと評価されている施設の内、貴社向けに製品を製造している施設の有無

 貴社向けに提供されている森林減少リスクの高いコモディティの内、認証を受けている量/割合

 環境負荷を下げるために、サプライヤーが貴社と協働したいプロジェクトの提案

 貴社独自の環境に関するサプライヤーアンケートを管理する手間がなくなる

 CDPが最新のベストプラクティスを調査した上で、質問内容及び評価基準を設定

 CDPにて各種支援を複数言語で提供：①質問書の詳細なガイダンス、②問い合わせ窓口の設置、
③ウェビナーの開催

 CDPより回答提出が完了していない企業へのリマインド

 提出された回答データの整理や採点作業をCDP側で実施

サプライチェーンモジュール： CDPサプライチェーンメンバーが、サプライヤーに対してCDP回答を要請すると、サプライヤーが回答するCDP質問書には、一般モジュールに加えて、
サプライチェーンモジュールが追加されます。



CDP質問書の有用性 (貴社サプライヤーの視点)
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貴社のサプライヤーがCDP質問書に回答することで… 

 環境課題のマネジメントについて理解を深めることができる ⇒ 次に何をすべきかの道しるべ

 CDPの質問書・評価基準は、各環境テーマにおける国際的にベストプラクティスとされる枠組み
（TCFD、ISSB、TNFD 等）を組み込んでおり、また常に最新のベストプラクティスを反映するため
に、毎年アップデートされている

 ベストプラクティスを反映した評価基準に基づいたスコア結果が提供されるため、改善の余地が大き
い分野を把握することができる

 同じ定義の下で情報開示をしている企業が、世界中に多数存在し、多くの回答が公開されているため、
互いに学び合える環境がある。2022年には世界の18,700社以上が回答しており、その数は年々増加し
ている

 環境関連のアンケートがCDP質問書に集約されることで、報告負荷が下がる ⇒「報告」に割かれる時間が
減れば、より多くの時間を「行動」のために割くことができる

 サプライヤーが、各顧客ごとに質問内容・言葉の定義・提出方法等が異なるアンケートへの対応を個
別にしていると、報告の負荷が増してしまう

 CDPに回答することで、SBTi、RE100、UN Race To Zeroキャンペーン等の国際的イニシアチブへの
報告も完了する

 長年の開示プラットフォームとしての蓄積した開示データにもとづき、多くの質問では選択肢が整備
されており、選択肢を通じて回答できる箇所も多い



本日のまとめ

13

サプライヤーがCDPに回答世界経済の大きな変化
戦略的なサプライチェーン

エンゲージメント

 気候現象の激甚化

 降水パターンの変動

 生態系サービスの劣化

 規制の新規導入・厳格化

 投資家・顧客のニーズの
変化（より環境配慮型製
品を求めるように）

 サプライチェーン上のリ
スクを特定するための情
報を収集

 サプライヤーの環境課題
に関する理解の向上

 報告にかかる手間が軽減
されることで、より多く
の時間をアクションに割
ける

 高リスクサプライヤーを
中心に、適切なエンゲー
ジメントを実施

 サプライチェーン上のリ
スクの軽減

 ネットゼロ・ネイチャー
ポジティブな経済の中で、
繁栄できる企業に



CDPジャパン事務局
Address:東京都千代田区丸の内2-5-1 丸の内二丁目ビル7階

www.cdp.net/ja/japan（日本語サイト）

Contact email address:
japan@cdp.net
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